
４年生　社会「残したいもの・伝えたいもの」② 
 
　総合の「地域の祭りについて調べよう」という単元で、門真神社の伝統を受け継ぐ宮司さんの願いや苦

労を聞きました。ふるさと門真のために学び、伝統を受け継ぐ思いを育んでほしいという願いをかけて学習

をします。 
　本時は、そのきっかけとなる社会科の学習で「伝統」についてクラスで出たモノを整理しながら、再度「伝

統」についての理解を深めようというねらいです。 
 
１．課題設定 
・前時のふりかえり 
　先生：「伝統」とは？ 
　児童：「昔から受け継がれてきたもの。」 
　　　　「人の思いがある。」 
　　　　「１００年以上つづいている。」 
 
　　　などのキーワードが上がりました。 
 
　先生：「今日は、みんなで出したモノを整理してほしいんです」 

 
  【担当のつぶやき】 
　　↑　学年の先生方は、前日に生成AIを使い、重なりを省き、よみがなをつけ、 
　　　省エネで児童が手に取りやすい形で情報カードを作られていました。 
 
 



２．めあて記入（スプレッドシート） 
　 
　　　今日は、みんな同じめあて「自分なりの分かりやすく整理しよう」でした。 
 
３．（分類・整理）どんな分け方がある？ 
　　　先生：「２つに分けるとしたら、何と何に分けますか？」 
　　　児童：　・祭りともの　　　　　・行事とその他 
　　　　　　　・寺と建物　　　　　　・門真とそれ以外 

  

  

  
　 
【授業の一場面をみた担当のつぶやき】 

　ある児童が「寺」と「門真」で分類しようとしてて、門真神社はどっちに入るの？…ってなっていまし
た。この分け方「観点」も大事です。うまくいかないなぁ、分類しにくいなぁという経験も、子どもたちに

は感じてもらいたいですね。 
 
　　　子どもの分け方「観点」でおもしろいなぁと思ったものは 
　　　　　・無形のものと形がのこるもの（これ、すごい観点だと思いません？？） 
　　　良い観点は、すかさず授業の中で全児童に紹介されていました！ 



４．ふりかえり 
　以下に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
【振り返りを見た担当の感想】 
　①昨日の児童集会で取り上げた「ふりかえり」の話を参考に問題点と解決作戦を考えている人もいて、

とってもうれしくなりました！ 
　  ②振り返りを見ると、今のところ、１００年という年月を伝統の基準と判断していますが、なぜ１００年つ

づいているか、そこにはどんな思いや願いがあるのか、どういった工夫や改善があったのか、掘り

下げていってくれるものと願っています。日本は、世界一１００年企業が多くあります。その日本の

伝統を大切にする心までも気づく人も出てくるのでは、と期待もしています。 


